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65
歳
ま
で
の

雇
用
確
保
義
務
化
の
背
景

●
2
つ
の
課
題

65
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
義
務
化
の
背

景
と
し
て
「
少
子
高
齢
化
に
伴
う
日
本

の
労
働
力
人
口
の
減
少
」「
高
齢
者
の

就
業
意
欲
の
高
ま
り
」
と
い
う
2
つ
の

大
き
な
潮
流
に
よ
る
世
の
中
の
変
化
を

念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
、
企
業
に
は
働
き
手
不
足
に
対
応

し
、
多
様
な
世
代
の
人
材
を
活
か
す
戦

略
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
前
述
し
た
日
本
の
労
働
市
場

の
現
状
に
お
い
て
企
業
が
直
面
し
て
い

る
２
つ
の
課
題
「
労
働
力
人
口
の
減
少
」

「
高
齢
者
の
就
業
意
欲
の
高
ま
り
」
を

整
理
し
ま
す
。

●
少
子
高
齢
化
に
よ
る

労
働
力
不
足
の
深
刻
化

現
在
、
日
本
は
世
界
で
も
類
を
見
な

い
ス
ピ
ー
ド
で
少
子
高
齢
化
が
進
行
し

て
い
ま
す
。

　

総
務
省
の
統
計
（
２
０
２
３
年
）
に

よ
る
と
、
65
歳
以
上
の
人
口
は
3
千
６

０
０
万
人
を
超
え
て
、
高
齢
化
率
は
約

30
％
に
達
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
生

産
年
齢
人
口
（
15
〜
64
歳
）
は
減
少
が

続
き
、
労
働
市
場
に
お
け
る
人
手
不
足

が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

企
業
の
採
用
難
も
顕
著
で
、
特
に
中

小
企
業
で
は
人
材
確
保
が
経
営
課
題
の

一
つ
に
な
っ
て
お
り
、
厚
生
労
働
省
の

「
雇
用
動
向
調
査
」（
２
０
２
３
年
）
に

よ
れ
ば
、
有
効
求
人
倍
率
は
高
止
ま
り

し
新
卒
採
用
や
中
途
採
用
の
難
易
度
が

上
昇
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

下
で
、
経
験
豊
富
な
高
年
齢
者
層
の
活

用
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
高
齢
者
の
就
業
意
欲
の
高
ま
り

一
方
、
高
齢
者
の
就
業
意
欲
も
年
々

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
内
閣
府
の
「
高
齢

社
会
白
書
」（
２
０
２
３
年
）に
よ
る
と
、

60
歳
以
上
の
約
70
％
が
「
で
き
る
限
り

働
き
た
い
」
と
回
答
し
、
就
業
に
対
し

て
の
強
い
意
欲
が
伺
え
ま
す
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
以
下
の
要
因
が
あ

り
ま
す
。

・
健
康
寿
命
の
延
伸
：
高
年
齢
者
層
の

健
康
状
態
が
向
上
し
、
長
く
働
け
る

人
が
増
え
て
い
る

・
年
金
受
給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
：

65
歳
以
上
ま
で
の
収
入
確
保
が
必
要

と
考
え
る
人
が
増
え
て
い
る

・
社
会
参
加
へ
の
意
欲
：
「
働
く
こ
と

が
生
き
が
い
」
と
考
え
る
高
齢
者
が

増
加
し
て
い
る

こ
う
し
た
高
年
齢
者
層
の
雇
用
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
こ
と
は
、
企
業
に
と
っ
て

も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
労

働
力
不
足
の
解
消
と
高
年
齢
者
層
人
材

の
活
用
を
両
立
す
る
た
め
の
法
改
正
が

求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法

改
正
の
流
れ

　

こ
の
よ
う
な
潮
流
の
中
で
高
年
法
は

１
９
８
６
年
の
制
定
以
来
、
段
階
的
な

〝高年齢者雇用安定法の改正〟〝高年齢者雇用安定法の改正〟
求められる企業の対応策求められる企業の対応策

シム社会保険労務士事務
代表

特定社会保険労務士

水城 弘之
URL   https://www.office-mizuki.com/

Th
e title

1

　高年齢者雇用安定法（高年法）の
改正により、2025 年 4 月から企業に
は 65 歳までの雇用機会確保が義務
付けられます（定年の引き上げ・継
続雇用制度の導入・定年制の廃止。
3 つの選択肢のいずれかを導入）。本
稿で、そのポイントを整理して具体
的な対応策を解説します。貴社の今
後の人事戦略にお役立てください。

https://www.office-mizuki.com/


5 2025.5

特集企画／高年齢者雇用の現状

改
正
を
重
ね
て
高
齢
者
の
雇
用
確
保
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
２
０
１
２
年
と
２
０
２
０
年

の
改
正
は
企
業
に
と
っ
て
大
き
な
転
換

点
と
な
り
、
今
後
の
さ
ら
な
る
法
改
正

に
も
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

● 

２
０
１
２
年
改
正
（
２
０
１
３
年
施

行
）：
65
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
措
置

の
義
務
化

　

２
０
１
２
年
の
改
正
で
は
、
企
業
に

対
し
「
65
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
措
置
」

が
義
務
付
け
ら
れ
、
こ
の
措
置
に
は
定

年
の
引
き
上
げ
、
継
続
雇
用
制
度
の
導

入
、
定
年
制
の
廃
止
の
い
ず
れ
か
を
選

択
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
企
業
は
労
使
協
定
を
締
結

す
る
こ
と
で
、
継
続
雇
用
制
度
の
対
象

者
を
一
定
の
基
準
で
限
定
す
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
措
置
は
、
企
業
の
実
態
に

あ
わ
せ
た
柔
軟
な
対
応
を
可
能
に
す
る

一
方
で
、
高
年
齢
労
働
者
の
雇
用
機
会

に
一
定
の
制
約
を
加
え
る
要
因
と
も
な

っ
て
い
ま
し
た
。

● 

２
０
２
０
年
改
正
（
２
０
２
１
年
施

行
）：
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
確
保

の
努
力
義
務

　

２
０
２
０
年
の
改
正
で
は
、
企
業
に

対
し
て
「
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
確
保

の
努
力
義
務
」
が
課
さ
れ
、
こ
の
措
置

で
は
、
以
下
の
方
法
の
い
ず
れ
か
を
講

じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

・
定
年
の
70
歳
へ
の
引
き
上
げ

・
定
年
制
の
廃
止

・
70
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
の
導
入

・
他
の
企
業
へ
の
再
就
職
の
実
現

・�

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
の
業
務
委
託

契
約
の
締
結

・�
起
業
支
援
や
社
会
貢
献
活
動
へ
の
従

事
支
援

　

こ
れ
に
よ
り
、
企
業
に
は
今
ま
で
以

上
に
多
様
な
選
択
肢
が
与
え
ら
れ
、
高

年
齢
労
働
者
の
就
業
継
続
が
促
進
さ
れ

た
の
で
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
措
置
は
「
努
力
義
務
」

に
と
ど
ま
り
、
法
的
義
務
が
な
い
こ
と

か
ら
企
業
に
よ
る
対
応
に
は
バ
ラ
つ
き

が
見
ら
れ
る
の
が
現
状
で
す
。

●
２
０
２
５
年
に
お
け
る

　

経
過
措
置
の
終
了

　

２
０
１
２
年
改
正
の
際
に
設
け
ら
れ

て
い
た
経
過
措
置
が
、
２
０
２
５
年
3

月
31
日
を
も
っ
て
完
全
に
終
了
し
、
こ

の
経
過
措
置
の
も
と
で
は
、
２
０
１
３

年
3
月
31
日
ま
で
に
労
使
協
定
を
締
結

し
て
い
た
企
業
に
限
り
、
継
続
雇
用
制

度
の
対
象
者
を
一
定
の
基
準
で
限
定
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
２
０
２
５
年
4
月
1
日
以

降
こ
の
経
過
措
置
が
撤
廃
さ
れ
、
企
業

は
希
望
す
る
従
業
員
全
員
を
65
歳
ま
で

継
続
雇
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

経
過
措
置
の
終
了
に
と
も
な
い
、
企

業
は
継
続
雇
用
制
度
の
適
用
範
囲
を
見

直
し
、
雇
用
の
安
定
を
確
保
す
る
た
め

の
新
た
な
人
事
戦
略
を
構
築
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
政
府
は
今
後
、
高
齢
者
の
労

働
市
場
へ
の
参
加
を
さ
ら
に
促
進
す
る

方
針
を
示
し
て
お
り
、
将
来
的
に
は
70

歳
ま
で
の
雇
用
確
保
が
義
務
化
さ
れ
る

可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
企
業

は
こ
う
し
た
動
向
を
踏
ま
え
長
期
的
な

視
点
で
人
材
戦
略
を
検
討
し
て
い
く
こ

と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

企
業
に
求
め
ら
れ
る

具
体
的
な
対
応
策

　

こ
の
よ
う
に
、
２
０
２
５
年
4
月
か

ら
企
業
に
は
65
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
が
、
業
種
や
経
営

方
針
、
従
業
員
の
構
成
な
ど
で
、
ど
の

よ
う
な
対
応
が
最
適
か
は
異
な
り
ま

す
。
今
回
の
経
過
措
置
の
終
了
に
対
応

す
る
方
法
と
し
て
は
、

・
定
年
の
引
き
上
げ

・
継
続
雇
用
制
度
の
導
入

・
定
年
制
の
廃
止

と
い
う
３
つ
の
選
択
肢
が
あ
り
、
各
々

メ
リ
ッ
ト
と
課
題
が
存
在
し
ま
す
。
企

業
は
、
こ
れ
ら
の
選
択
肢
を
慎
重
に
検

討
し
自
社
の
実
情
に
合
う
最
適
な
方
法

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
（
図
1
）。

●
65
歳
ま
で
の
定
年
の
引
き
上
げ

　

こ
れ
に
よ
り
、
企
業
は
長
年
の
雇
用

課  題

定年制の
廃止

雇用の安定、
人材確保が容易

コスト管理が容易、
柔軟な人事制度が
可能

年齢に関係なく
優秀な人材を活用
可能

健康管理の強化が
必要、人件費の
長期的な影響

人件費増加、
若手の昇進機会の
減少

シニア社員の
モチベーション維持

定年の
引き上げ

継続雇用
制度の導入

選択肢 メリット

図1　雇用確保義務化に対応するための選択肢
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「
エ
フ
ェ
ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
で

切
り
拓
く
中
小
企
業
の
未
来

The serialization title

効
と
さ
れ
る
の
が
「
エ
フ
ェ
ク
チ
ュ
エ

ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
思
考
法
で
す
。

　

以
下
で
、
詳
説
し
ま
す
。

因
果
推
論
の
流
れ

●
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
で
軌
道
修
正

　

因
果
推
論
は
、
目
標
か
ら
逆
算
し
て

計
画
を
立
て
る
思
考
法
で
す
。
企
業
戦

略
の
立
案
や
事
業
計
画
の
策
定
に
お
い

て
一
般
的
に
使
わ
れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で

あ
り
、
以
下
の
よ
う
な
流
れ
で
進
め
ら

れ
ま
す
。

①
明
確
な
目
標
を
設
定
す
る

　

例
：
「
3
年
後
の
売
上
を
10
億
円
に
」

②
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

　

手
段
を
選
定
す
る

　

�

例
：
「
新
規
市
場
に
参
入
す
る
」

　

�

例
：
「
広
告
の
出
稿
を
増
や
す
」

③�

市
場
調
査
や
リ
ス
ク
分
析
を
行
い
、

最
適
な
戦
略
を
決
定
す
る

④�

計
画
に
沿
っ
て
実
行
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

こ
と
を
重
視
す
る
考
え
方
で
す
。

●
因
果
推
論

　

C
ausal Reasoning

　

ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
意
思
決
定
を
行

う
際
は
「
目
標
を
設
定
し
、
そ
れ
を
達

成
す
る
た
め
の
手
段
を
考
え
る
」
と
い

う
方
法
が
一
般
的
で
す
。
こ
れ
は
「
因

果
推
論
」
と
呼
ば
れ
、
従
来
の
経
営
戦

略
や
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
基
礎

と
な
る
考
え
方
で
す
。

　

し
か
し
、
起
業
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
現
場
で
は
、
未
来
が
不
確
実
で
あ
り
、

事
前
の
計
画
通
り
に
物
事
が
進
む
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
環
境
下
で
有

エ
フ
ェ
ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
と

伝
統
的
な
因
果
推
論
と
の
違
い

●
エ
フ
ェ
ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

Effectuation

　

エ
フ
ェ
ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
イ

ン
ド
人
経
営
学
者
の
サ
ラ
ス
・
サ
ラ
ス

バ
シ
ー
教
授
が
提
唱
し
た
起
業
家
の
意

思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
理
論
で
あ

り
、「
不
確
実
な
状
況
に
お
い
て
、
今

あ
る
リ
ソ
ー
ス
を
基
に
、
柔
軟
に
行
動

し
な
が
ら
未
来
を
創
り
出
す
」
と
い
う

ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
「
因
果
推
論
」
と
は
異

な
り
、
未
来
を
予
測
す
る
の
で
は
な
く

自
ら
の
行
動
を
通
じ
て
未
来
を
形
作
る

　昨今、世の中の変化のスピードが格段に速くなって

います。起業やイノベーションの現場では未来が不確

実で、計画した通りに物事が進むとは限りませんし、

設定した目標に向かって業務遂行や意思決定を行う従

来の方法では、思うような成果が得られないケースも

あります。本連載で、不確実な環境下で有効とされる

「エフェクチュエーション（Effectuation）」という思

考法をお伝えします。　

第 1回

エ
フ
ェ
ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

先
行
き
不
透
明
な
時
代
を
乗
り
切
る
！

https://mtanaka.pya.jp
mailto:info@mtanaka.pya.jp
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「エフェクチュエーション」で切り拓く中小企業の未来

④ 

レ
モ
ネ
ー
ド
の
原
則
（
偶
然
の
で
き

ご
と
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
）

　

�「
不
確
実
性
や
偶
発
的
な
で
き
ご
と

を
活
か
す
」

・�

予
期
せ
ぬ
で
き
ご
と
や
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
て
も
、
前
向
き
に
捉
え
、
逆

に
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
と
し
て
活

用
す
る
。
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
。

⑤ 

飛
行
機
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
原
則
（
自
分

の
行
動
で
偶
然
の
で
き
ご
と
を
チ
ャ

ン
ス
に
変
え
る
）

　

�「
未
来
は
予
測
す
る
も
の
で
は
な
く
、

自
ら
創
る
も
の
」

・�

環
境
に
流
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
自

分
の
行
動
に
よ
っ
て
未
来
を
創
っ
て

い
く
。
市
場
の
動
き
を
た
だ
待
つ
の

で
は
な
く
、
自
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
こ
と
で
、
新
た
な
市
場
を
切
り

開
く
。

エ
フ
ェ
ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

い
ま
必
要
な
理
由
と
は
？

①
未
来
の
予
測
が
困
難
な
時
代
だ
か
ら

　

こ
れ
ま
で
の
経
営
戦
略
は
「
市
場
を

予
測
し
、
計
画
を
立
て
、
そ
の
計
画
通

・�

自
分
の
持
つ
リ
ソ
ー
ス
（
知
識
、
ス

キ
ル
、
人
脈
な
ど
）
を
活
か
し
て
事

業
を
進
め
る
。

・�「
自
社
の
強
み
」「
持
っ
て
い
る
技
術
」

「
既
存
の
人
脈
」
を
基
に
、
ビ
ジ
ネ
ス

を
考
え
る
。

② 

許
容
可
能
な
損
失
の
原
則
（
ど
れ
だ

け
リ
ス
ク
を
取
れ
る
か
を
基
準
に
判

断
す
る
）

　

�「
最
大
利
益
で
は
な
く
、
耐
え
ら
れ

る
損
失
を
考
え
る
」

・��

事
前
に
ど
れ
だ
け
の
損
失
な
ら
許
容

で
き
る
か
を
決
め
、
そ
れ
を
超
え
な

い
範
囲
で
リ
ス
ク
を
取
る
。
大
き
な

借
金
を
す
る
の
で
は
な
く
、
失
っ
て

も
痛
手
に
な
ら
な
い
範
囲
で
投
資
を

す
る
。

③ 

ク
レ
イ
ジ
ー
キ
ル
ト
の
原
則
（
他
者

と
の
関
係
を
活
か
し
、
共
創
す
る
）

　
�「

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
活
用
し
て

未
来
を
共
創
す
る
」

・��

初
期
の
顧
客
や
協
力
者
と
柔
軟
に
連

携
し
な
が
ら
事
業
を
形
に
し
て
い
く
。

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
や
顧
客
と
協
力
し

て
新
た
な
価
値
を
創
り
出
す
。

つ
つ
目
標
達
成
に
至
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
先
を
見
通
せ
な
い
不
確
実
な
事

業
環
境
に
お
い
て
は
有
効
に
機
能
し
な

い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

�

因
果
推
論
と
エ
フ
ェ
ク
チ
ュ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
違
い
を
ま
と
め
る
と
、
図
1
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

エ
フ
ェ
ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン

５
つ
の
原
則

●
手
元
に
あ
る
リ
ソ
ー
ス
で

　

エ
フ
ェ
ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
計

画
的
・
予
測
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
異

な
り
「
利
用
可
能
な
リ
ソ
ー
ス
を
基
に

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
未
来
を
創
り
出

す
」
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。

　

そ
の
核
心
と
な
る
の
が
、
以
下
の
５

つ
の
原
則
で
す
。
エ
フ
ェ
ク
チ
ュ
エ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
目
標
か
ら
逆
算
す
る
の

で
は
な
く
「
手
元
に
あ
る
リ
ソ
ー
ス
」

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
、
以
下
の
よ

う
な
プ
ロ
セ
ス
を
辿
り
ま
す
。

① 

手
中
の
鳥
の
原
則
（
ま
ず
、
自
分
が

持
っ
て
い
る
も
の
を
活
用
す
る
）

　
「
今
あ
る
も
の
か
ら
始
め
る
」

サ
イ
ク
ル
に
よ
っ
て
改
善
を
行
う

　

こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
将
来
を
予

測
し
、
計
画
通
り
に
物
事
を
進
め
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
。
事
業
環
境

の
変
化
が
少
な
け
れ
ば
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
を
回
す
こ
と
で
軌
道
修
正
を
し

アプローチ

前　提

リスク管理

ビジネスの
進め方

事　例

未来を予測し
計画通りに進める

目標から手段を決定

最大の利益を目指し
リスクを最小化

詳細な事業計画を作成し
それに従う

大企業の長期戦略、
製造業のライン構築

手元のリソースから
可能性を探る

未来は不確実であるため
行動によって創り出す

許容できる損失の範囲で
挑戦する

パートナーと協力しながら
柔軟に展開する

スタートアップ事業の立ち上げ
イノベーション

因果推論
（Causal Reasoning）

エフェクチュエーション
（Effectuation）

図1　因果推論とエフェクチュエーションの違い
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URL   https://www.archeress.co.jp/
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マンガ／森元 智

頑固一徹工房の営業DX
デジタルで売上アップ！

デ
ジ
タ
ル
が
育
む
、
顧
客
と
の
絆

第5回

　顧客管理システムを導入した頑固一徹工房。機を逃さず定期点検

のＤＭを送ったものの「まだ、先でいいから」と返されることが多

く、一徹社長は悩んでいた。この顧客心理には「必要なのはわかっ

ているが出費は先送りにしたい…」という本音が見え隠れしている。

そのような状況下から新たなデジタルツールの活用によって、お客

様に寄り添いつつ、長く続く関係を築くための挑戦が始まる。

https://www.archeress.co.jp/
https://www.archeress.co.jp/blog
mailto:t.ishihara@archeress.co.jp


そ
れ
は

先
月
導
入
し
た

顧
客
管
理

シ
ス
テ
ム
だ
な
？

は
い

点
検
時
期
が

近
づ
い
て
い
る

お
客
様
に
Ｄ
Ｍ
を

送
っ
て
い
ま
す

で反
応
は

ど
う
だ
？

そ
れ
が

今
ひ
と
つ
な
ん

で
す
よ
ね
…

う
む

ま
た
色
々
と

レ
ク
チ
ャ
ー
し
て

も
ら
お
う
か

こ
れ
は
次
回
の

石
原
さ
ん
へ
の

相
談
案
件
で
す
ね

必
要
性
は

理
解
し
て
い
る
が

出
費
を
先
送
り
に

し
た
い
心
理
だ
な

ま
だ
問
題

な
い
か
ら

も
う
少
し

先
で
…

フ
ォ
ロ
ー
の

電
話
を
入
れ
て
も

ほ
と
ん
ど
の

お
客
様
が
…
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